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縄文時代の不思議なうつわ

企画展記念シンポジウム
「異形土器と注口土器からみた縄文後期社会の変容」

企画展「異形土器 縄文時代の不思議なうつわ」では東日本の広域に
分布する異形土器を主な題材として、縄文時代後期後半に地域間交渉
（関わり方）のあり方が大きく変化したことを紹介します。
本シンポジウムでは、西日本の異形土器研究の第一線で活躍する研究
者の方々をお招きし、展示ではご紹介できなかった地域の異形土器に
ついてをお話いただきます。

プログラム
１０：００　開会あいさつ
１０：１５　基調報告「広域に広がる儀礼用土器の世界」　

中村耕作（国立歴史民俗博物館）
１１：１５　報告①「東日本の縄文後期中葉土器群と異形土器」

西村広経（松戸市立博物館）
１１：５５　休憩
１３：００　報告②「西日本の縄文後期中葉」　

福永将大（九州大学総合研究博物館）
１３：４０　報告③「注口土器からみた関東および周辺地域の縄文後期初

頭から中葉の様相」　吉岡卓真（さいたま市教育委員会）
１４：２０　報告④「西日本における注口土器の動向」　

渡辺幸奈（京都大学大学院・日本学術振興会特別研究員 DCⅠ）
１５：１０　 ディスカッション
１５：５０　統括コメント　秋田かな子（東海大学）
１６：００　閉会
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詳細は松戸市立博物館ホームページをご確認ください！

～舞台転換（休憩）～


